
ともに昨年よりかなり少ない。

なお、6月中旬に性殖脈のよく発逮した群が鋤独されており、昨年に引きつづき、掩内での産

卵があったものと思われるが、12、3月に採築された仔魚は、湾内におけるマイワシの動向、

仔魚出現位慨等から溝内産のものではなく、紀伊水道から流れて来たものであろう。

2漁猶物の体長組成

漁狸物の体長組成を図－7に示した。本年は、マイワシの漁狸識の大部分を占めるii】蒲網での

漁穫が8月以降ほとんどなくなったために、その後の資料は湾南部海域で小型定職網、投網によ

り漁狸された群のみである。巾蕃網では6月初めに体長6～8cmの中期発生群が漁猶され、その

後同一発生群を7月中・下旬まで歯猫していたが、8月上旬には、漁狸対欺は晩期発生群に変っ

た。また6月中旬には体長17～21cmの前年発生の一才魚が漁狸された。一方南部海域で漁襲

された群は5～11月まで体長8～12cmの群が続き、外見的にはほとんど成長していないよう

に見える。この現歎は、マイヮシがある体長に達すると南部のごく沿岸域には、いなくなるため
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口群術繋和間市)鰯谷雑卿拠綱
－67－



に起こるのであろうが、原因については、食性の変化が考えられるが、よく判っていない。また、

マイワシが巾蒲網により8月中旬以降､:ほとんど漁猶されなかった（湾北部海域から漁極対軟と

なるマイワシがいなくなった）原因についても､今後検討していく必要があろう。なお、各回の

体長測定結果は付我－15に示した。

3．桁密測定

型杏同ごとの平均体長、性別個体数、熟度指数(GI=GW/BW-GW×100)、肥満度指

数(F=BW/BL*×100)を表-2に、その詳細については付衰－16に示した。

表－2マイワシ輔密測定結果

※1.(GW/(BW-GW))×100 燕2．(BW/BL')'×100
＝~ﾛﾛ

雌雄の個体数はほぼI'd数、群平均熱度術数は、6月16日採典分が突出して大きく、雌4.55(&

高12．26）、雄2．92（般高5．25）であった。当才魚では9月までほとんど生殖腺の発達はみられ

ないが、9月下旬以降､･雌では群平均熟度指数が除々に増加しているのが判る。また雌は雄と比

較して、同時期では熟度指数は大きい。肥満度は、同時期では和木で採災した群（泉佐野以北の

海域、主として湾奥部で漁獲）の方が、谷川（岬町谷川地先一溝口部一で漁獲）よりも大きい。
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大阪湾産カタクチイワシの卵巣内卵数

について（中間報告）

林凱夫・辻野耕責

産卵数は漁業生物の寅源解析をする上での主要な項目の一つである。カタクチイワシの場合、産
1）2)3)4）5)6）

卵数及び卵巣内卵数（字卵数）等についていくつかの研究縄告がみられる。しかし、海域によって
5）

は1産卵期に1回産卵の例もあるが、瀬戸内海域においては、産卵回数が数回に及ぶこともあって、

l産卵期における産卵数が明確に把握されていない。この度び、瀬戸内海域のカタクチイワシ資源

鼠推定の実施にあたって、産卵個数の調在を南西海区水産研究所が、卵巣内卵数と1回に産出され

る卵数の見直しを大阪府水産試験場が行うことになった。

本報告は卵巣内卵数についての中間報告で、供給個体数の少ないこともあって、詳細な検討は先

で行うものとし、既応の研究結果と比較しつつ、結果の概要を述べたものである。

材料と方法

1.材料

1977年5～9月の間、大阪湾のいわし巾着網で漁獲されたカタクチイワシで、内海漁業珪本

調査に供試された中の雌親魚10標本164個体の一部を今回用いた。体長組成及び脊椎骨数等
7）

から、前年奥～秋季に大阪湾あるいはその川辺海域で発生した群と考えられる。なお、本材料は

10*ホルマリンで固定し保存されたものである。

2 ．方法

摘出し、亜瞳測定した卵巣の右側ほぼ中央部から卵塊0．39（全卵巣卵の1/10～1/20)

を標本としてとり出し、水中でほぐし、プランクトン計数用スライドグラス（刻線付き、Ice容）

に乗せ、万能投影機(X20)を用いて、及径0.2皿以上の卵について計数した。

また、万能投影機のスクリーン上に写し出された1視野分（標本の約1／5）の艮径0．2画以

一この全卵について、0．05皿間隔で長経を測定した。

結果及び考察

淵交結果は大阪湾産カタクチイワシの卵巣内卵数及び卵径組成として表1に示した。

1．卵径組成と卵巣内卵数

卵径組成は図1で示されるように、いくつものモードがあり、どの試料もほぼ0.6m(0.5-
3）

0.7皿の間）以上に岐大卵径のモード群がみられる。巻illは、この鮫大卵径群(卵径0.6四以上）
2）4）

を1回に産出される産卵数と推測し、削川・八柳、竹下・相川等もこの般大卵径群に相当する卵
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表1大阪湾産カタクチイワシの卵巣内卵数及び卵径組威
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径0．47画以上及び0.4m以上の卵数を持っ

て卵巣内卵数としている。なお、宇佐美・杉
5）

山は、最大卵径群の卵数は卵巣卵の熟度の進

行にともなって絶えず哨加し、その熟度,の極

限に連したところ･で放卵され、前完熟期にあ
皇■●

る般大卵径群（卵径0.8画以上）の卵数が1

回に産出される卵数に肢も近いとしている。
●●

本調査では、卵径0.2mi以上、0.4u以上、

0．5m以上：0．6m以上及び最大卵経群の卵

数を算定し、我1に示した。このほか卵径

0.2皿未満の卵粒も多数出現したが、計数不

可能なため省略した。この卵径別卵数の中で、

1回あたりの産出数に近い卵数は、前述の既

応研究結果等から考えて、0.6皿以上の卵散、

あるいは般大卵径群の卵数と思われる。すな

わち、供拭個体の体長8～11cmの範囲で、

平均5.000粒前後の値となるが、成熟が進む
5）

と卵数の瑚加する現象（図4）もみられ、実

際はこの価より多いであろう。この1回あた

りの産出数については、供拭個体を畑やし、

先で検討し、結翁を出す所存である。

2．成熟係数と平均卵径の関係

成熟係数(KG=鵜祭加*:>と平
均卵径については、図2に示すとおり、ほぼ

正の相関がみられ、卵巣の成熟が進むと卵径

も大きくなることを表わしている。，

3．体長と卵巣,砿の関係

体長と卵巣砿量について図3に示すが、明

白な関係は見い出せない。卵巣敢量の変動は
6）

体災と関係なく、季節的変動が大きいとも詠

われている。

4．成熟係数と卵巣内卵数の関係

成熟係数と卵巣内卵数の関係は、図4に示

すとおりほぼ正の相関がみられる。これは字

成

(簿）

a204asas10

卵 経

図Iカタクチイワシの卵巣内卵

の卵径（長径）組成

-71-



ｆ

ｌ

６

１
Ｑ
ｑ

平
均
卵
礎
（
長
径
“
■
以
上
の
卵
に
つ
い
て
）

●
●

●
●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●●

●

●

0 246810

成熟係数KG

KG-器×,o‘
図2成熟係数と平均卵径

体長

図3体長と卵巣諏量

5）

佐美・杉山も指摘しているように、成熟が進む

と卵数の瑚加することを表わしている｡

5．体長と卵巣内卵数の関係

体長と卵巣内卵数の関係を図5に示す。既応
2）

の研究結果では、直線的な関係がある、卵数と
5）‐

体長の3乗に相関がある等報告されている。本

報告の場合、供拭個体数の少ないことも一因で

あろうが、この図からは顕著な関係は見い出せ

ない。

6．卵巣腫吐と卵巣内卵数の関係

卵巣噸盈と卵巣内卵数の関係は図6に示すと

おり、ほぼ正の相関がみられる。既応の研究結
5）

果でも、この両者は、比例関係にある、It'C線的
3）

に瑚加する等報告されている。
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ヨシエビ種苗生産試験

時岡博

I発電所温排水利用早期生産試験

前年度に引続き、府下産親エビより雁卵期の1カ月以上早い|!M知産親エビをﾊ}い、関西電力多

奈川第二発晒所温排水を利用して早期砿苗生産試験を行なった。
●：

1）方法

試験池は屋外コンクリート水櫓（7.2×7.2×1.7m，水吐80kl)内にターポリン水槽(6.0

×6．0×1.5m、54kl)を役慨し、外側のコンクリート水槽内に発電所温排水（通常海水の5
､--’i

～6℃商）を常時注水して内側水槽（ターポリン水梢）内の飼育水（生海水）の間接"Ⅱ温を行う、

ウォーターパス方式とした。

親エビは6月17日高知県御畳瀬棚脇で漁獲したものを選別鵬入し、約8時1冊かけて輸送した

もので、その大きさは平均体亜28．69のものである。親エビの試験池（ターポリン水梢）への

収容は、従来からinj知産親エビは地元症親エビより産卵率や、親1足当りからil｝られるふ化N数

がや出低い他いなので、親エビは多数収容した。ふ化Nからの飼育は従来と同様に図-1に示し

た餌料係列により行ない、ふ化幼生がp..～p..になった時点で、ターポリン水槽は撤去し、温

俳水による流水飼育とした。

I■■■■

珪 藻類

ロ

ブライン蛍ユリ元

（スケレトネマ）
－ －

■ロ0

(Nl
一

一一イ

(施肥）
ロ

アサリ、配合飼＊

トーーー

（補足
一 一 一 1

OQQQIln

NZ1 2 3 M l 2 3 PI23456789

注N:ノープリウス期Z:ゾエア期M:ミシス期P:ポストラーパ

図－1ヨシエビ顧苗生産の主餌料と使用時期

2）結果

収容した親エビによる秘苗生産結果は、我－1、我－2に示したが、溌卵率は57．5鬼、ふ化

N数は3,835千足で、産卵した岨エビ1足から¥¥｝られふ化Nは52千尾と、いづれも低い値であ

った。ふ化Nから取陽時の歩留は9.2彫、飼育水lklの生産尼数は4.400Id(内側水梢では6.600
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尼）で、総取揚尼数は354，000尾であった。なお飼育期間中の水温は22．7～28．2℃､PH

は7．8～8．4，あ.った6．

表-1親エビの収容と産卵、ふ化(1)
11 ﾔq 訂

試験
開始月日

6月17

池容箭

8C

内側水胤
容虎

54

表－2種苗生産結果（1）

試 験

開始月日

6月17日

ふ化N数

千尾

3，835

取揚尾世

千足

354

収溶

親エビ激

尼

13t

歩留

彫

9.2

産リi

製エビ濁

屍

73

kl当りα

取揚尾週

泥

4,400

産卵率

ヨ

57.〔

取揚時
の大きさ

Ⅱ

16.〔

ふ化N勢

千尾

3，835

綴過側謝

43

kl当りの

ふ化N数

千I
71

術考

取揚げた租苗は7月31Ⅲ府~卜泉南郡阪南町西鳥取地先に直接放流を行なったが、府下産親エ

ビによる生産放流より1カ月以上早期に放流ができ、年内漁礎対象サイズへの成艇が"l待できる

ものと考えられる。

Ⅱ府下産親エビによる生産について

前年度に引続き、府下泉佐野漁協より、8月7日と11日の2回親エビを購入し屋外コンクリ

ート水槽（水量80kl)2面を川い、従来と同様の方法で生産試験を行った。

表－3親エビの収容と産卵、ふ化(2)

試聴
開始月日

8月7E

8月11E

池 容 批

kl

8

8

収容
親エビ灘

碇

10(

9（

産卵

親エビ数

同

74

74

産卵》 ふ化N激

％ 千1足

74.’ 17.70C

77.' 13，47（

1kl当りの

ふ化N数

蕪千尾

、●／

●■●

〃●､

354

261

注※ふ化幼生の飼育は池窓M80klのうち50klから実施。

表－4顧苗生産結果（2）

拭毘

開始月［

8月7I:

8月iin

ふ化N数

17.70C

13，47〔

収揚尾数

千ハ

1.187

10s

歩§

6.1

0.〔

1kl当りの

収揚尾を

足

14.80C

1，30〔
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取揚,'

の大きさ

体1之皿
11．0

20．9

経過日謝

56

5 3

廉卵エビ1足

当 り の N 劉

千足
239

182

備考



その結果は表－3，表－4に示したが、第1回目試験は飼育結果も良好で、飼育水lit1kl当り

1.5万足、総取鋤尾数118．7万足を1¥たが、8月11日から実施した第2回目は、Z〃lの減耗が

大きく10.3万足の生産であった。

なお、生産した秘苗129万足は10月3日府下泉佐野市野出地先にサイホン式により海底に

放流した。
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栽培漁業事業

1）クルマエビ放流事業

時岡博

日本綾培画業協会から配布された、クルマエビ種茄を下記のとおり大阪湾の適地に政接放流を行

なった。

なお放流方法は、運搬船の船槽よりクルマエビ種苗を一旦船上のヒドロタンクに収容し、サイホ

ン式により水深約4mの海底に放流した。

放流方＃ 放流月日 放流時の大きさ 放流1世Z 放流場jダ

5月6［ 全』之14■ 500万足 泉佐野市野出地先

i尚接放流
〃 』 泉南郡阪南町西鳥取地先

2）ガザミ放流技術開発事業

安次嶺真義・青山英一郎

本年度は関係7府県（福井、大阪、兵庫、岡山、愛媛、福岡、佐賀）で構成する栽培幽業放流技

術開発ﾘ;業ガザミ班の一員として本耶業を実施した。蛎業の排細は「昭和55年度栽培漁業放流技

術開発躯業ガザミ斑総合報告沓」に掲叔されているが、その橿饗は次のとおりである。

5月19日、日本栽培漁業協会玉野ﾘI業場よりl令期椎ガニ605.000尼を受け入れ、前年度と

同様泉南市樽井地先にn'i接放流したものと浮動型囲い網による放流の湖在を実施した。

1．直接放澄と追麺査結果

（1）5月19日、1令期椎ガニ581.000尾を泉南市樽井地先にw接放流し、放流5～6時間後

から抄い網等による追跡醐在を行った。

(2)放流5～6時間後の抄い網馴盃でほとんどが放流場所付近に満腹しているのを確認しその後，

放流当夜に行った船上槻察導の捌在で午後9時まで浮遊逸散するものはみられなかった。

（3）放流翌日の抄い網測庇で椎ガニの定滴歩制りが8.4妬と低かったこと、抄い網による採典も

放流後11日目までの31．273尼にとどまったことから、放流当佼午後9時以降に一部の椎ガ
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二が浮遊により逸散したものと推定された。
.‘ﾘﾑ:乳、で写，83

(4)放流初期の食害調査から、特にc,段階では食害による減耗も若干あったものと推定された。

(5)放流後2ケ月以降の追跡は、板曳網、石桁網の試験操業および石桁網、刺網の日誌調斑に
、h''0ゲ1...,..,

よって行った。その結果、石桁網の試験操業で放流群と推定されるものを二部採災したほか、

刺網の日捻調盃でも9～10月放流群と推定される中～小型ガザミの漁猶がみられた。

2．浮動型囲い網による放流と結果

(1)5月19日、放流m苗の付粁材としてキンランを収容した真珠かごを垂下した浮動型囲い網

、A網とキンヲンを垂下したB網に1令期椎ガニ12,000尾ずつを放流した。

（2）放流後の歩留りは2日目にそれぞれ9．6％、17．4粥に減少したが、c,段階の6El目まで

:は従来の結果に比較して良好な歩葡りであり、一応の効果がみられた。しかし､c.段階に成

：長した9日目には両網とも1彫以下になり、その理由として餌料不足が考えられたほか、付着

資材のキンランは波の動きなどで揺れが多く不安定であると思われた。

3）クロダイ放流技術開発事業

石渡卓・鍋島靖信

本年度より栽培漁業放流技術開発事業クロダイ班が新に発足し、これに参加して種苗生産、中脇

育成、標識放流、追跡調狂等を実施した。その詳細は『昭和55年度栽培漁業放流技術開発事業ク

ロダイ班総合報告書」に掲載されているが、概要は次のとおりである。なお従来府単独那業として

行なってきたクロダイ秘苗生産技術開発試験は本ﾘ業に移し継続実施した。

1．種苗．生産

5凡6日、13日採卵分は近畿大学白浜実験場より、5月26日、6月10日採卵分は香川ﾘt^;

商松市の業者より入手したものである。生産経過は表一’に示すとおり、ふ化後’0日前後から

大愚艶死が始まり、日令15～25日頃までにほぼ全滅状態となった。この臓因としては肱部膨

満症によるものと考えられたが、その衆因として、酵母培養ワムシのクロレラによる2次培養の

不足、仔魚の摂餌不良による残餌の増加等のほかも各秘薬剤（ニフルピリノール、テトラサイク

リン、オキシテトラサイクリン、クロラムフェニコール）の薬浴による仔魚、ワムシの影響もあ

ったものとみられる。

－78－



炎－1クロダイ種苗生産経過

2．中間育成

測繭生産が全て不調に終ったため、標識放流用として、香川媒より人工輔苗を入手して中間育

成を行なった。中間育成は28.66Old(F､L=24.3±4.66mi)の稀苗を7月16日から10月

23日まで（97日附）小刻生賛で行ない、19.405尼(F.L=100．5±12.0nn)を取掲げ、

うち17.932尾にアンカータグを笈満し、11月4日まで、20×20mの網囲で育成したのち

放流した。中間育成期間中300Hzで音唇馴致を実施したが、噸淵:な効果をあげるに至らなかっ

た。

3．標職放流圏査

11月4日に網囲を撤去し17.93211(F､L=l10．7±10.7mo、B.W=27.3±8.95g)を

水試地先に放流した結果、放流後70日間で1.927尾の再捕報告を郷た（再捕率10.8*)が、

そのほとんどが放流点付近での遊魚による釣りによるもので、資源への添加の面から放流時期、

方法等の検討が必要と考えられた。

4 ．生態調査

クロダイ生息状況、及び生物環境調査、食性調盃、漁獲状況調ft.o

8月、9月に実施した満水による生息状況、生物環境調盃の結果は、岬町地先で硫認された出
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現種は、淡輸70樋、長崎49種、谷川31穂、蝦国崎95種、明神崎107靴で、無谷椎動物

112種、魚類45節も~海藻41諏、海産祁子植物2種、合計200種であった。

湾奥部から南部までの調盃では大阪湾奥部で18甑、中部域で49郡、南部域で33穂の計67

甑が採災されたが、採災場所が港湾、河口域などが多いため内掩性秘や広域性祁が多く出現した。

クロダイの間内容物調査の結果、捕食頻度ではFL20～60皿の個体の天然餌料はアオノリ

類、コペポーダ類、カニ類メガロパ、80～160皿個体はアオノリ類、アナアオサ、フジツポ

類が多くみられ、摂餌容積率からみると、天然餌料の占める割合が多いものから噸に20～60

mの個体ではアオノリ類、カニ類メガロパ、珪藻類、80～160皿ではアナアオサ、アオノリ

類、フジツボ類となっており、クロダイ当才魚は藻類に対し強い噌好性をもつ雑食であると云え

る。クロダイの摂餌価指数は平均で体覗の3.5粥、雌大で15．5形であった。

－80－



魚病発生状況

青山英一郎

1．クロダイ種苗生産時におけるへい死鯛査

昭和55年度クロダイ祁苗41§旅拭験は5月上ｲﾘより7月下旬まで延べ5回行ったが、ふ化後10

日頃から峻部が膨満する仔魚が出現し、ふ化後12～15日に連日大倣へい死が起こってほぼ全

めつ状態となり、稀苗の生産はできなかった。この仔魚の疾病原因には細菌が関与していること

が考えられたため細菌学的な而からの追究を行った。

1）材料および方法

クロダイ仔魚の蜘魚を滅菌生理食塩水で洗浄後磨砕し、BTBティポール寒天平板と1.5彫お

よび3影食塩加需通寒天平板に蛾抹培養し、生じた災落から釣繭分離したm株を既応の方法に従

って各租性状検査を行った。検盗に供した菌株の由来を我1に示した。

表1鯛株の由来

また、飼育水中およびワムシ培養水中の細菌についても適宜前述の培地を用いて菌株を分離後

同定を行ったほか、必要に応じて飼育水中の細菌数（白輔分解繭数）を計数した。

2）結果

生施回次1，3，4，5で撫魚から釣繭分離した剛株の性状検査の結果を表2に示した。生産

回次lでほぼ純粋に分離されたMS-2株、生産回次4で分離されたMS-4株はグラムー、力
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表2性状検在 結 果
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タラーゼ＋、チトクローム・オキシダーゼ＋、通勤性-f．，0-129+、BTBテイポ妾ル寒天培

地に茜色コロニーを作るわん曲短ｲ!i噸で､ブドウ輔を発酵的に利H1するがガス非産生などの性状

からピブリオ属と推定された。、

生産回次3では寒天平板にピブリオ偶の栗落が生じたものと惟定されたが、純粋分離にいたら

ず、生産回次5で分離された7株についてもビブリオ属にfill定されるものは認められなかった。

一方、飼育水中およびワムシ培饗水中より釣菌分離した細繭群の中からピプリオ属に入るもの

は分離できなかったが、生産回次4において腹部膨満症が発生した時点でj汁数した飼育水中の細

繭数（白輔分解繭数）は3．3xlO'ceW/mlであった。

3 ）考察

延べ5回のクロダイ諏苗生産のうち生産回次1，4で分離されたﾙ可魚由来の繭株からビプリオ

鵬の繭株2株が同定されたことから、生産回次1、4でのへい死力j咽はピブリオ属による細菌性

疾撫の可能性が強い。しかし、生産回次5ではピプリオ隅の細繭は確認されていず、へい死が他

の細繭によるものかあるいは栄饗的なものによるかは不明である。

また、生産回次4において肱部膨満魚が発生した時点で計数した鯛71水'I'の細菌数（白鮎分解

繭数）は10'cell/m/で、この限世の細菌数で本疾ﾙHｶﾒ発生しているものと推察されたが、昨細

には追究できなかった。

2．クロダイ中間育成中の滑走細菌症およびビブリオ病圏査

1 ）発生経過

業者から入手した足叉雌2.0～2.9cmのクロダイ稚魚2.9万足を7月中旬から海面生笹(4x

4×3m)2面で育成を1)1!始したが、7月下旬からsord/日のへい死魚が出はじめた。その後

8月中旬にへい死は瑚加し8月~ト旬までに約2.ooore(約7粥）がへい死した。

2）症状

へい死魚は全長2.7～6.7cmで、懇部を検鏡した結果、多数の細繭に混じり長枠菌が多数確認

されたので滑走細繭症と診断した。へい死魚は口吻部川辺より鰐蓋にかけての発赤、体幹部の白

濁が顕著で、胸鰭付近の鱗がはがれているものもいたが、症状がはっきりしないものも一部にみ

られた。

へい死が蛎加した8月中旬には休枠部の按揚、胸鰭、尻麟の発赤が認められるものも出現した。

この時点で細菌検准を実施した結果、腎臓からビブリオ胴に同定される細繭がほぼ純粋に分離さ

れたことから滑走細菌症からピブリオ郷へ移行していったものと推定された。
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3） 治 療 対 策〆

発病2週間後よりフラネース薬浴を行う一方、へい死が地加した8月中旬にはクロラムフェニ

コールの経口投与も行った結果、被審は比較的軽微であった。
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藻類養殖技術指導

1）ノリ養殖技術指導

安次嶺真義・石渡卓

本年度は主に採苗期の養殖管理を1K点にして、技術指導を行った。

ノリ養殖用潮位図の配布

ノリ養殖上必要な採苗、本張り、冷凍網の入出庫時期や、その他の利用に供するためノリ養殖用

潮位図を作成し、養航業者に配布した。

なお潮位図は日本気象協会関西本部発行の潮位表から淡柏港の推算潮位図（昭和55年9月18

日～12月31日まで連続）を作成した。

ノリ養落技術巡回指導

昭和55年9月～56年3月（採苗期～養殖期）まで、毎月1回～2I'Jl巡回指導を行うとともに、

必要に応じてその都度術導を行った。なお、本年度は糸状体培養を実施した地区はなかった。

ノリ養葱擾況

1.府下におけるノリ養殖の現況は下紀のとおりであった。

本年度は昨年度の蟹作の影響で経営体数が輔加した。施設数（橿数）は大型の浮き流しセット

が咽えたこともあって、増加している。網ひび使用枚数は自家採苗網と、例年通り四国、九州地

方など他県からの買網で、かなり珊加した。しかし､生産枚数は不作のために大細な減旅である。

また、1柵当りおよび1綱当りの生歴枚数もかなり悪かった。平均地価は全剛的な傾向であるが、

著しく安価であった。
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2．養葡経過橿要

〔9月〕この夏は晶泳災総冷畿あ吸本府に§いてX気温および水細は共に平年
より低目であった。今月の水温は上旬24℃台で、中旬は25℃台に上昇し、下旬は23℃台に

降下した｡27日に樽井､下荘の両地先で､野外採苗が府ドの卜場鋤さで鵬された｡また、
他の養砿場でも採苗準備がほとんど完了した。

〔10月〕水温は上旬23℃台で推移し、中旬は22℃台、下旬は21℃～20℃台に急激

に降下した。採苗は1日から泉佐野、岡田浦、淡輸の各地先で開始され、次いで尾崎、西鳥取地

先、8日には田尻地先で開始され、採苗の'I'心は5日～10日頃であった。14日に19号台風

が接近したため、各地区で育苗中の網を一時避錐入庫して被客を回避した。なお採苗に使用した

糸状体貝殻は、愛知、三‘，､、岡山、Ill口、熊本、柵岡の各県と四1劇地方から聯入したものである。

芽つきの状態は南部地区の一部を除き浪淡はあるが比較的良好で、育苗も大体噸調であったが芽

イタミをおこしたのもあった。早いものは一部入庫が始まった。25日に台風まがいの低気圧の

突風があり各地区で浮上筏、支柱柵、浮き流しセット等の施設が多数破損し、育苗中の網はダン

ゴ状や、網ずれして芽落ちが発生した当時、張り込み【11の網の60～70粥におよぶ甚大な被害

を受けた。その後被害地区では施設の修復や、被害網の陸揚げ、一部使用可能な網の冷戯入庫な

どの整理で慌ただしかった｡また出庫して育苗も続けられたが、アオの涜生が見られ、全般に冷

蔵入庫はl～2週1i!]程度遅れた。：‘，

〔11月〕水温は上旬から中旬にかけて19～18℃台に降下し、下旬の後半はさらに17

℃台に降下し、各地区とも冷蔵入服は遅れながら盛んに行なわれた。海況は好転してノリ芽は伸

び足がつき色も全般によい。上旬過ぎに北部地区の一部で浮上筏で育苗中の稲網に、工場廃水と

‘思われるものによる急激な色落ちの被害があった｡先に突風の被害を受けた樋網の補充は､一和歌，

.Ill,岡Ill,福岡、熊本､→佐賀の各県と四国地方から急ぎ賎入された。中旬から中、南部地区で種

網を出服して試験張りや本張りが開始され、芽は噸調に伸びたが、風波のない佃が数日間続き、

，さらに中旬後半からは温履な小春日和が続いたため、芽いたみをおこしている地区がかなりあっ

た。下ｲﾘは色も良くなったが、台風並の強風､波浪の日があり、葉体の流失が各地区で見られた。

〔12月〕水温は上旬16℃～14℃台に降下し、中旬は13℃～12℃台、下旬はさらに

11℃～10℃台に降下した。ノリの葉体は伸び足がかなりついている。中部地区では9日に摘

採が開始されたが葉体の色はやや赤目を帯び、アオの希生も見られる。南部地区の一部でしろぐ
L、ｰ"_‐‐一一‐‐一一一‘．‘－．－－”－－_‘－－－－－．ニー…－－___一一一．－．．－．－，‐‐一一一一．‐－‐‐‐‐‐一一一

され病が発生した。中旬は寒さが一段と厳しくなったが摘採は北部地区を除き噸えておりいよい

よ生産期になった。赤ぐされ病は各地区で発生している。下旬の後半には冬型の季節風が吹き強

風と波浪のため、出漁出来ず摘採不能の日もあって、折角伸びたノリの葉体は流失したのもあり、

生産は減少した。まもなく北部地区でも生醗が開始された。19日に府漁連では本年度第1回ノ

リ入札会が行なわれたが昨年の同期に比べると出荷枚数はかなり少なかった。他県から脳入した

移植網の中には一回の摘採もできない不良網もあった。各地区とも一般に網の張り替えは現在手‘
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控えている。 ぷ『 ”砿融･埴。、､…

(1月〕水温は上ｲﾘ8℃台、中旬は7℃～5℃台に急激に降~卜し、下旬は逆に5℃～T<

台に急上昇し寵。_f旬から寒波の興来で強風、波浪のシケの日が続き、海況はあまり良くない。

ノリの葉体は伸び悩みの状態で流失するのもあり生藤は減少している。中、南部地区で赤ぐさオ

病が除々に少なくなっているが、‘ケイ藻の付着が多くなった。中旬は低水温のため冷蔵網の出I

は若干遅れている。中部や、南部地区ではr|1旬頃から赤潮の発生が見られた。ノリの葉体は色り

ちしているが生産は除々に回復してきた。下旬は各地区で冷蔵網の強り替えが行なわれている。

｢－－〔”〕寺水温は上旬6℃台霧､-中伽は6℃~"i℃台になり下伽“び6℃台に降下した．：
、上旬は各地区とも網の護り件え力$盛んに行なわれた｡|北部や中部地区では赤ぐされ病は小成状態

である。低水温が焼いているためノリの葉体は伸び悩みの状態である。栄養塩額は例年に比べて

｜濃度が低下している。生産は各地区とも若干少なかったが、再びIml紅してきた。25日からは冬

I型の季節風が強く吹いて寒波になり27日には低温被響予報が出た。

｡〔3月〕水温は上旬6℃～7℃台になり、中旬から下旬にかけては7℃～9℃台に急上昇

」した。各地区ともノリの紫休は伸び足がついて摘採に追われている。生産は続行中で蚊盛期であ

；る。下旬はアオの着生も多くなりノリの無体は色落ちが激しく、老化現象もひどくなり品質は低

‘下した。

’一…〔4月〕‐－水捌・は上旬9℃～上1-1℃台と上昇しざ''1句は12℃～13℃台になり、下旬はさ

らに13℃～16℃台へ愈上昇した。ノリの葉体はさらに老化現象が進行し、ケイ藻の付着も多

くなり色落ちも一段と激しくなった。勤産は断続的で、各地区ではまもなく網揚げが始まり、111

句過ぎには終漁した。

なお4月20日府漁連では本年度般終のノリ共販入札会（第9ll)が行なわれ、本年度の総共

販枚数は3,310万枚で昨年皮より1．622万枚減少した。

本年度の特徴

1．本年度は冷叉から暖秋次いで酷寒の年であった。

2.10月25日の低気圧による突風の被背は茜大であり、その後のノリ養硫は深刻な打繋を受け

た。

3．他県から購入した移植網からの生産が不擾であった。

4．浮き流しセットの大型が榊えたこと、大型製造機械類が導入されたこと。養航、加工機械麺の

買い換えが盛んに行なわれたことにより、今後の加工技術の改良と生廉瑚大への気迩が一肘ll'iま

った。

5．ノリ養殖業者の熱心な養殖技術の研究と、懸命な生産意欲および努力にもかかわらず、主に典

常な天然現敷により不作の年となった。
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2）ワカメ養殖技術指導

時岡博

本年度も採苗培養管理を爪点に指導を行うとともに、終漁期に多穫されるワカメ処理対策として

塩蔵ワカメの加工指導を行った。

ワカメ養殖状況
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関西国際空港漁業環境影響調査

1．‘‘‘

関西国際空港建設計画検討のための漁業環境影響調査は、社団法人日本水産寅源保護協会の委訓

を受け､昭和51年度は既存資料を収災、52，53年度は躯前実態調査と影縛予察を行い、昭禰
，r、,.,了.4..･窪；/『,‘

54年!ま一部補完調査とその結果を含めた全体取縄めを行った。
、 ？‘‘・’．‘i，，，，

55年度はこれらの結果の検討により残された問題点を整理検討するとともに今後のモニタリン
･'･･.↓．･狸 ・ V ， ． ， ’ 1 . . 、

グについて検討し《‘'その結果は関西国際空港漁業環境影轡闘査委員会から昭和55年度観告評に証
．．.．､二

屯 － 4 - 1 a伊pOタイ"腸￥ ’1，‘

載されているが､j各班毎に当場で分担した概要について述べる。’
､-判, h ざ r ~ I

rj ,
！‘,‘J，‐‘1．‘j’／，，，

1）環境を生物班'！
‘9‐

E1
-・‘､’’11．

コIルターカ劇ン夕青と変形JIS法によって測定した海底泥の粒径分布
，I，

、‘8_'．i‘，‘

刺 久

関西空港の工事中における濁りの拡散範囲を予測するに際して、シュミレ〒ションに使用された
q*IDj l , l 甲 ,

濁りの粒径分布（底質を比菰計法によって測定したもの）は、光透過法で測定した周辺海域の底質

分布や、コールタミカウンター法で測定したまき上げによる濁りの粒径分布と大きく異なることが

漁業環境影響調査委員会側から指摘された。この点についての見解の相違は濁りの拡散範囲に大き
'､,01

な影縛を及ぼすことからも工蛎現場で発生が予想される濁りの実態について「土砂による海水汚濁
I.Q

影膏調査委員会」と「漁業環境影響調炎委員会」が合同で醐炎、検討することになった。

海中に懸濁する濁りや､海底から大規模に発生する濁りの粒径別組成をifi接現場で測定すること

はむつかしいが、室内実験法として比弧計法、光透過法、吸い上げ法、沈降天秤法、変形ピペット
’｡↑

法、コールターカウンター法等の方法がある。
,！‘l''‘、11

そこで測定方法による沈降速度の相違、撹伴条件を変えることによる粒子径の変化をりjらかにす

ることによって海中における濁りの実態を推定する手がかりを縛るため、空港建設予定海域の海底
’ ：I、1，

泥を共通試料に唱両姿目会の担当者が分佃し準測定法による泥の沈降速度､(粒径分布)を測定
.!‘‘‘〆,.‘‘'f‘‘仏ゞ

した。Ⅲ．岬‘／，「I（，

このうち大阪水拭が分担したのはコールターカウンター法、変形Jis法である。
- ご 心 , 、

、：食

試料採取および実験方法，‘八‘
．．［‘‘‘、‘、‘‘，，，‘I‘

(1)試料採取地点“や､い，.‐ 〃．'，'’

図1に示す空港建設予定海域の2点
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ST､2N3424'12*E13513'23"

(2)試料採取年月日と採取法

1981年1月8日に挫研式採泥器を使って採取された海底泥を拭料とし、稀釈川水にはST・I

の底刷歯過水(GFCフィルター）を使用した。

(3)底質の一般性状

Stn.

Stn.

測定条件等

乾泥率

35．2例

36．1

上澄納

除去（

比亜

(15℃！

2．679

2．683

測定時水温
171

1 ． L 備 考

8.16* 現場漣過海オ

塩分31．045

8.1

60Ot

2hr

(4)標鞘的な伽処理の要髄

両委員会の申し合せによって試料の前処理法を統一し、各方法について標噸処理法を投定した。

コールターカウンターの標靴処理法は試料濃度が約10*となるように底泥と漉過海水を分散容

器に入れ、撹伴器（メーター(5)の高速撹伴）で1分間撹梓する。撹伴後74urnのMeshに移し、

その通過液を施過海水で50Outに定容して原液とした。（怖残刑分は乾燥後秤litし、結果の表

示は全拭料に対する累悩組成曲線で行なった。）コールターカウンターの測定は200urnのアパ

ーチュアチューブを使川し、原液の2500倍稀釈液を用いた。各測定は同一拭料につき3～4回

行ないその平均値で示した。

変形Jis法（比砺計法）の標準処那法は10彫の試料液を撹伴器で商速1分間撹作する。こ

れを歯過海水で1％､.1Iに定容し、比亜測定用lIのシリンダーに移して水温14．5～15.5

℃の条件で測定した。なお測定開始徹前に1分間手で振とう撹伴した。比砿測定後メスシリンター

ーの内容物をJISA1204に規定する方法で衝分け、喧量を秤量した。

(5)検討耶項

①コールターカウンター法

③標醜処理した試料の粒径分布…0.0007*(7ppm)液、0.001*(10ppm)液（図

2－1）

⑤撹伴時間の変化による粒径分布の相違…標準処蝿の試料で撹伴時Ii!)のみ変化(10分、60

分）させたもの、0.0007影液(図2-2)

＠撹伴強さの変化による粒径分布の相違…標型処理の試料で撹伴器の側転速度（撹伴器のメ

ーター(1)低速、(3)中速、(5)商速）を変化させたケース、0.0007彫液（図2-3)

②比価計法
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、標率処理した試料の粒径分布（図3-1)

⑤撹伴時間の変化による粒経分布の柑遮…標軸処理した試料で批伴時Ⅲ)を5分、20分、60
分と変えた時の枚径分布、Stn.1のみ（図3－2)
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比亜計法、STI

測定結果

(1)コールターカウンター法

標準処PI!した拭料（図2-1)はStn.l，2とも10urn以下の組成が65～68*を占め、

50*粒怪は6～7/zmとなった。7ppmと10ppm液の渡度差による粒径分布の相違はStn.2

の試料でわずかにみられ、試料鰻度が薄い液で粒径分布が小さくなる傾向がある。しかしStn.l

ではほとんど両者の差が区別出来ない程度である。

撹伴時間を変えた実験（図2－2）では、Stn､2の試料に撹伴時間が長くなるに従って粒径分

布が小さくなる傾向がみとめられる。すなわち10urn以下の組成が撹伴1分で68彫、10分で

72先、60分で75彫となる。50彩粒径では1分-6.2um，10分-5．8必、，60分-5.4

4mである。Stn.】のサンプルは1Oum以下でほとんど差がなく、10～40umの間でST、2

と同じ特徴が現われている。

撹梓強さの変化による粒径の変化（図2－3）は、回転速度を上げるとわずかに粒径分布が小

さくなる傾向がみとめられる。しかしその差は微小であまり明確でない。

このようにコールターカウンターによる測定結果では50形粒径が6～7〃mとなり、海底堆

積物が比較的小さい粒子によって構成されることをあらわしている。また撹伴条件を変化させて
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もその粒径変化が微小で標蛎処理の結果と大差がないことは､,これらの撹伴条件ではそれ以上粒ザ

子が破砕されることが少ないことを意味している。

コールターカウンターは懸濁液中の粒径別粒子数を電気抵抗の変化から読み取る間接的な測定

法で、低繊度の懸濁液が必典とされ、広範洲の粒径を測定するのに問題がある。また常時撹排し

た状態で測定しなければならず、アパーチュアチューブを通過する際にも凝災した粒子が破域さ
』！；！‘．：

るるおそれがあることが指摘されている。

しかし測定液の濃度は7～10ppmで、現場海域で通常問題とされる濁りの漉度に近く、商濃
,&'岬汰､､､/,''二子.‘､．-_

度液で生じる綿毛化現象も生じないこと等､より現実的な而もあるといえるもとくに円筒による吸

い上げ法（熊谷、西村）の測定結果で50*粒径が本法よりや》小さくなったことは、この渡度
．｡ 一 . ､ , ｢ ~ 陰 ら ~

において先に指摘したおそれが少ないことを示唆している。

(2)変形JIS法戦

比亜計法は粒度試験法(JISA1204)に詳しく記戦されているが、海域現場で生じる濁り

の実態により近づけるため趨過海水を分散媒とし、土粒子のフロキュレーションを防止するため

の前処理の多くを省略して変形Jis法として採用した。また粒子の沈降を比,'lt計の目盛から沈

み取るため10～1形の高渡度懸濁液が必要とされる。今回標準処理法として指定された1*

(10.000ppm)液は比亜計法による測定限界の下限に近く、比rr計目盛の微小な差が粒径加秋

曲線の両端部分の組成に影轡する。このため測定結果の10％以下、90彫以上の組成は正確度

にはや》問題がある。

測定開始2～3分後から約15分の間にかけて顕著な綿毛化現象を生じ､土粒子は凝集して急

激に沈降することが認められた。

したがって本法によって求められた粒径加稿曲線は10,000ppmという高濃度な懸濁液で、

プロキュレーションが生じている時の土粒子の粒径組成をあらわしている。この現象は懸濁濃度

がある限度以下に低下すると生じなくなるようで、500ppmの液では肉眼で認めることが出来

なかった。

標準処理した試料（図3－1）はStn.l，2とも13～35umの成分が大半を占め、50彫粒

径はいずれも20mnとなった。Stn.lはStn､2にくらべて粒径の散らばりが大きく13m以下の

組成が20彫を占めている。

Stn・Iの試料についてのみ行なった撹伴時間の変化にともなう粒径分布の相違は図3－2に示

される。撹伴時間を長くするにつれて粒径35um以上の大型粒子の組成がや笈減少し、20~

35umの組成が噛加する傾I'''jがある。しかし50*粒径は20um前後で、標雛処理試料と変っ

ていない。

このように今回分担した2つの測定法によって同一試料を測定しても、『求められる粒径分布に大

きな差が生じることが明らかとなった。そのほか漁業環境影簿洲在委員会側の担当者が分担した光

透過法、吸い上げ法、比通計法による測定結果については「側西側際空港建設計画検討のための抑
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業環境影轡調在羅告…･･海水の濁りに関する調査結果と経過の概要、昭和56年3月、日本水廉資

鯨保護協会」に収録されている。

2）漁業生物班

漁業資涼モニタリング調査

吉田俊一・林凱夫

時岡博・辻野耕寅

関西国際空港の趣設計画に伴う漁業資疎に対する影響予測に基づき、ｴﾘの着手及び完成後の営

業に伴う影唇の実態を定殿的に把握して予測の検証を行い、予測手法の輔度向上及び新たなﾘ態が

発生した場合の対応策の立案に資することを目的として、大阪湾及びその周辺海域の漁業資源モニ

タリング調査計plliを作成した。

モニタリング捌在計画は浮魚7郡、底魚8種、貝類2樋、その他の水巌動物7砿、海藻額は養殖

藻顛とも5禰について、樋別に担当して検討された。

大阪府の担当者が分担した魚甑別（21穂）のモニタリング項目及びその方法は次のように要約

される。

○カタクチイワシ

1．シラス資源の加入量水準

魚探による現存散調盃及びパッチ網漁業操業日生調査

2．生艮と赤服、茶腹比率

パッチ網試験操業と標本計測

3．卵椎仔の分布と生残率

⑬ネットによる定量調盃

○マイワシ

1．生息場、密度及び移動経路

魚探による分布隅査及びまき網操業日報調査

2．成育と飼料

まき網船からの標本魚職入及び生物測定I

○サワラ

1．産卵親魚の来遊鼠と魚道
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巾蒋綱の漁猫物測定

流し網拭験操業と標本船の測猫物測定

2．卵稚仔の出現雌と分布

椎魚網による定吐採集及び船びき綱、巾蒋綱の繭

3．内海索餌群の批的水準

流し網試験操業

4．空港周辺海域の移動生態

パイオテレメトリー法

○スズ キ

1．粁底稚仔の地理的分布

投網による採集と生物測定

2．稚仔一幼若〃lの成育

1．と同様の方法

○コノシロ

1．卵稚仔の分布と生残率

⑬ネットによる定量淵在

○タチウオ

1．親魚の漁場形成と幼若期の分布

標識放流、底びき網標本船操業日報、試験操業

2．発生群別加入通水準

標識放流

3．資脈ht水雌

標本船操業日報、生物測定

4．幼稚仔の出現壮と分布

⑬ネット表層採集

○マルアジ

1．親魚の資源量水準

ひき網、一本釣標本船操業日報、市場水勘日報、

2．移動経路と漁場形成

1．と同様の方法

○マダイ

1．幼稚魚の出現杜と分布

板びき網試験操業

2．1才魚の資源此水準

一木釣、底びき棟木船操業H報、生物測定

生物測定
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3.,r5令魚の資源量水準

TIi場水場日報、生物測定

4．空港周辺海域の移動生態

荒目板びき網操業日報

○マアナゴ

1.満底稚仔の出現壁と分布

板びき網の試験操業

2．幼蒋期の発育

板びき網及びカゴ漁猶物生物測定

○シログチ

1．産卵生態と椎仔の出現

沖趣網試験操業、稚魚網採災、生物測定

2．満腹稚仔の瞳と分布

板びき網試験操業、生物測定

3．幼若期の発育

2．と同様の方法

○キス

1．旅卵親魚と稚仔の出現

きす建網試験操業、砿ネット表届採集

2．滴底稚仔の出現

仮びき網試験操業

○クルマエビ

1．早期発生椎エビの来遊特性

⑩ネット表層（夜間）採災

2満底椎エビの出現量と分布

坪刈りまたは手ぐり網試験操業

○サルエピ

1．浮遊幼生の出現量と分布

聯ネット表屑（夜間）採典

2．小遡エビ類の種類組成

石けた網試験操業、郁類在定

○ ガザミ

1．浮遊幼生の出現量と分布

職ネット表階（夜間）採災
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○シャ コ

1.浮遊幼生の出現量と分布

縮ネット表尉（夜間）採集

2．加入量水準と分布

石けた網試験操業、生物測定

○コ ウイカ

1．‘産卵杜水準と地理的分布

産卵用そだの設置.

○ワカメ、･テングサ、オゴノリ

‘1．漁場別分布積倣

船上目視、潜水坪刈

2．撒協別生産状況

農林統計、聞取り

○養殖ノリ、養殖ワカメ

1．漁協別生産状況

農林統計、聞取り

2養殖漁場の分布と生産評価

剛取り

3）漁業班

漁業生産 調査

林凱夫・高橋毅

これまでの鯛査結果と問題点

本調査は当初、その目的を空本調査は当初、その目的を空港建設の候補地を選定するための判断資料を得るためのものとし

て開始し、昭和52年から昭和54年度にかけて次のHi目で行われた。

(i)漁場別生産

(ii)主要漁業の漁具漁法

(ili)地域別漁業類型

(iv)大阪府下主要漁業の漁場利用
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その対象海域は大阪湾および紀伊水道であり、そこで行われる和歌山県・大阪府・兵服県の全

漁業が対象となった。特に本調査の主要課題とした漁場別生産調査は対象海域が広範囲に及び調

査対象漁協や漁業数が多いこと、また対象海域を緯・経度2分間隔の桝目235に区分したため

それに伴う配分集計作業が多くなることから、昭和51年の年計によって同海域の漁業生産の分

布を把握した。

さらに空港建設予定地の1つである泉州沖の漁業生産を明らかにするため、大阪湾に限定して

海域区分を行い、埋立予定地およびその周辺海域の漁業別魚種別生産のウエイトを明らかにした。

大阪湾の漁業生産の主体は、漁船漁業ではまき網、底びき網、機船船びき網、刺網、一本釣な

どであり、これらの漁業がイワシ、イカナゴ、シラス、カレイ類、エビ類、イカ類などを主な生

産対象としている。同海域の漁業生産動向は、われわれが調査対象とした昭和51年はイワシ類、

シラス、イカナゴ、イカ類、タチウオなどが比較的多く漁猶された年であった。しかし、その後

イワシについてはカタクチイワシが減少してマイワシが増加し、また、イカ類､タチウオなどの

資脈が減少しており、それらを漁猶対象とする漁業に変化が生じている。

そのような盗疎の変化と漁業の生産動向に変化がみられる中で、同海域の漁業生産を昭和51

年という蝋年のみでみることに若干問題があると思われる。また、年計一本で取扱うことにも問

題があり、より正硫に把握するためには月別あるいは漁期別とした配分をすることが必要であろ

う。

そういう意味ではこれまでの調査は、昭和51年の漁業生産の概要をみたものにすぎないとも

いえる。

2．昭和56年以降のモニタリング鯛査計画

大阪湾およびその周辺海域の漁業生産が、空港建設によってどう変化するか、あるいはどう変

化したかを把握するため、漁業生産活動の現況とその変化の過程を調査する。その変化が空港建

設によるものか、その他の要因によるものかを直接的に明らかにすることは困難であろうが、環

境・漁業生物部|'ﾘのモニタリング調査の実施を前提として、次に示す調査を行うことによってそ

の手がかりを得ることができよう。

1）漁場別生産凋在

（1）調盃目的

対象海域の漁業生産がどの漁場でどんな漁業によってどんな魚種が生産されているか、ま

たその生産が空港趣設によってどう変化したかを漁場別､漁業別、魚種別に把えて、漁場別

生産の変化を明らかにする。

（2）調在対象海域・

大阪湾（次瓜メッシュNal～138)
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調査対象海域（メッシュ脱1～138）

澗査方法と項目

洲査方法

調査海域に出漁する全漁業を対象に月別または四季別、

(3)

調査海域に出漁する全漁業を対象に月別または四季別、漁業別、魚廠別、漁場利用を把

え、埋立地周辺域については緯･経度1分、その周辺海域については2分間隔の桝目に区

分し、それに該当年次における漁護鼠を月別または四季別に侭分する。

調査項目

(i)漁協別、漁業極類別、魚種別に月別または四季別漁獲量

(ii)漁協別､漁業即類別、魚師別、月別または四季別漁場図

調査対象年次と回数

第1回調盗：埋立前

第2回調査：埋立工覗中

第3回調査：埋立終了後

第4回調査：事業開始後

(4）
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2）標本船調盗

(1)調査目的、卜
1，．．，

本調査は1）の漁場別生産調査が3年または5年に1回の全漁業を対象として聞き取りに

よって行われるのに対し、その間における漁業の変化およびその要因とメカニズムを標本船
I‘

による日雄調査によって明らかにする。

（2）調査方法と対象漁業および魚種
‘j，

次の2つの日誌綱査を実施する｡、，

①次に示す主要な漁船漁業に毎日の操業状況の妃入を依頼して漁場利用および魚顧別漁礎

量の変化を把える。、

底びき網6統

機船船びき網3統

まき網 2統

刺網2統

定置網2統

釣（一本釣)Itt

たこつぼl統

②上記標本船に次の指定魚緬について旬別日誌記入を依頼し、漁場別も魚穂別．体長別生

産および販売価格等を把える。

指定魚種（12轍）～

（ｲ）マイワシ（ﾛ）カタクチイワシヤ、）シラス仁）サワラ（ﾎ）スズキ

（へ）マダイ（ﾄ）タチウオ（ﾁ）ヒラメ（ﾘ）メイタガレイ（ヌ）マコガレイ

レレ）クルマエビ（ｦ）ガザミ

（3）調査項目と年次

Ii)①の主要漁業の日誌調査：ル1Jしuヅエ奉蝿琴吻口零諏江

Iｲ）調査項目は、年月日、天候､休漁理由、漁業種類、乗組員、投網回数、出入港時間、

漁場利用、魚稲別漁獲量および生産額ざ他の船の操業状況

（ﾛ）調在年次は、埋立前から事業開始後へ向けて毎年実施する。

(ii)②の指定魚諏の旬別日姥調査．

（ｲ）洲迩項目は指定魚稲の漁場別生姫状況､魚祁別体艮､尾数、数賦、販売方法別価格。

（ﾛ）調査年次は、埋立前から亜業開始後へ向けて毎年実施する。

3）漁業就業調在

（1）調査目的

大阪湾で操業する漁業者が空港建設に伴う海III!の一部喪失によってどう対応するか、その

対応の仕方は、漁業者のもっている諸戦備によって異なる。
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それらの加業者が空港越没に伴うirt接的な漁場の一部喪失、あるいはM1接的な影僻を受け

ることによってどのような漁業上の変化が生ずるか、そのことによつてどう対応するか、そ

の変化およ び 婆 I を 追 跡 し I ﾘ l らかにする。、‘‘

(2)捌従対蚊地域および漁業甑類と統数

大阪府下の主要漁業者約100人

底びき網20統 た こ つ ぼ 5 統

まき網8統はえなわ5統

機船 船びき網10統定atm5統

釣10統採貝10統

刺綱(耐わ瀞刺鴇)10統採軍10統
趣綱10統

(3)鋤究方法と頃目

sm方法

捌従対象となる漁業者の空港巡投前の鋤業就業、あるいは漁瑛所i1}弊を把え、それらの

鋤業者が空挫雌没後へ向けてどう加業就業が変化するか、また柾廃業報していくかその要

因を面接捌在によって追跡する。

洲森項目

第1回（初年艇）調在は下記のとおりとし、第2回洲在以降は変化の要因項目を加える

(i)漁業就業

（ｲ）住所氏名、性別、年令、学歴、職歴、漁業外技術

（ﾛ）所鵬加幽、組合貝寅絡、漁業就業年数

し，漁業経営の性格、脈用状況

（二）漁業諏類、漁船数、規模、船令、漁具祁類と数

（ﾎ）抑船および加具価格

（へ）測業別漁期、月別出漁日数および労働時Ili]、海上・陸上労働時間、魚禰別盛加期、灘

場利ﾊjおよびその特性、魚諏別生産およびその特性

（卜）漁業別魚諏別生産額と識場別生産額割合

（ﾁ）抑業収入と支出

（ﾘ）漁業将来性

(ii)漁瑛就業

（ｲ）盗確、兼業と就業時Ⅲlおよび所得、因族の就業状況等

（ﾛ）双族の性別、年令、就業状況、所得等

ヤ､）囚族の就業状況とその地区

(iii)その他
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（ｲﾚ､測業典団も漁港施設

（ﾛ）希望する漁業振興等，

（'ウ近俳産業の就労の可能性

14)調査年次と回数

調査対象者に対し毎年1回実施する。
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本ﾘ'1-1四国連絡架橋漁業影響調査

吉 田 俊 一

本四連絡架橋の漁業生物への影響予察を行うため、内外海交流種であるタチウオの資源生態につ

いて、51～53年度の調査結果を綜合し、瀬戸内海東部海域における漁況変動の現況を鼎理する

とともに、漁況と水温、及び餌料盟度との関係を検対した。

結果は、本州四国迎絡架橋漁業影響洲盃報告、第29号、鋪3編、p.248～256に収録されて

いるが、その橿要は次のとおりである。

1）既往魚体測定資料から、大阪簡におけるタチウオの群別発生時期および発生海域を推察した。

播磨漣における本種も大阪湾と同様の成長を示すことから、その発生時期、発生海域は大阪湾と

同様であると推察された。

2）大阪湾産タチウオは前年（6～10月漁礎群)、もしくは当年(11～12月漁獲群）の春季

発生群であったが、1977年以後は夏季発生群によって椛成されている。春季発生群は紀伊水迩

南部海域で、旦季発生群は紀伊水道および大阪湾で発生したと推察される。

3）漁獲量変動は大阪湾で岐も大きく、橘勝灘、紀伊水道の順に小さくなっている。

4）大阪湾から播磨灘へのタチウオ回遊について、両海域の底肘水温、泉州と淡路島の沿岸底層水

温、両海域の餌料生物（カタクチイワシ）資源風などとタチウオ漁猶fitとの関係を調査したが、

何れの要素との間にも明瞭な関係は見出せなかった。
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昭和､55芳年J度:予'算

漁場環境洲査費

水産資源細在世

地餐殖試験費

栽培漁業覗業世

関西国際空港漁業影響淵査費

水四架橘漁業影響調迩世

200カイリ水域内漁業賓源総合調査没

調査船通航盤術費

場 賀

合 計
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